
「小○（困る）の旗」で入場 

１８４７年と１８５３年の２回にわたる南

部藩海岸部三閉伊の農漁民の一揆は、全住民が

こぞって参加し、団結の力で藩の重税政策を跳

ね返しました。今回の放射能は、重税より、も

っと「小○！」のです。 

「
〜
放
射
能
を
海
に
流
さ
な
い
で
〜
豊
か
な
三
陸
の
海
を
守
る

市
民
集
会
ｉ
ｎ
み
や
こ
」
が
、
五
月
二
五
日
（
日
）
宮
古
市
民
文

化
会
館
中
ホ
ー
ル
に
約
四
〇
〇
人
を
集
め
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

当
日
ま
で
に
寄
せ
ら
れ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
三
四
通
。
協
賛
団
体

は
漁
協
や
市
民
団
体
、
労
組
な
ど
約
四
十
。
壇
上
や
壁
に
は
大
漁

旗
（
約
三
〇
枚
）
や
、
布
メ
ッ
セ
ー
ジ
（
約
六
〇
枚
）
が
飾
ら
れ

三
陸
住
民
の
共
通
の
願
い
を
結
集
し
た
集
会
と
な
り
ま
し
た
。 

ビ
デ
オ
上
映
の
あ
と
、
市
内
工
業
高
校
生
に
よ
る
「
一
心
太
鼓
」

の
力
強
く
見
事
な
演
奏
が
な
さ
れ
、
開
会
が
宣
言
さ
れ
ま
し
た
。 

挨
拶
に
立
っ
た
田
村
剛
一
実
行
委
員
長
は
「
再
処
理
工
場
の
放

射
能
に
よ
っ
て
豊
か
な
三
陸
の
漁
場
に
危
機
が
迫
っ
て
い
る
。
こ

の
こ
と
を
日
本
中
に
訴
え
る
た
め
に
こ
の
集
会
を
開
催
し
ま
し

た
」
と
語
り
ま
し
た
。
こ
の
あ
と
、
各
界
の
人
々
が
壇
上
に
立
ち
、

次
々
に
「
放
射
能
垂
れ
流
し
ス
ト
ッ
プ
」
を
訴
え
ま
し
た
。 

 
 

                                       

                                        

                                        

                        

各
界
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ 

 

集
会
に
は
岩
手
県
選
出
国

会
議
員
五
氏
や
「
公
共
事
業

チ
ェ
ッ
ク
の
会
」
議
員
一
氏
、

県
議
会
議
員
二
氏
、
さ
ら
に

は
、
岩
手
県
内
沿
岸
、
内
陸

の
市
町
村
長
十
一
氏
か
ら
連

帯
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
届
け
ら

れ
ま
し
た
。
県
消
費
者
団
体

連
絡
協
議
会
会
長
、
青
森
県

保
健
医
協
会
会
長
、
岩
手
県

高
教
組
委
員
長
、
同
退
職
組

合
員
連
絡
会
会
長
や
、
水
口

憲
哉
氏
な
ど
こ
れ
ま
で
連
帯

し
て
運
動
を
進
め
て
き
た
個

人
や
市
民
団
体
か
ら
も
届
け

ら
れ
ま
し
た
。 

「
無
関
心
」
と
の
闘
い
が

最
大
の
課
題 

 
 
 
 

来
賓
あ
い
さ
つ 

 

来
賓
は
四
人
で
し
た
が
、

代
表
し
て
挨
拶
し
た
高
橋
博

之
県
議
会
議
員
（
花
巻
）
は

「
三
陸
の
海
の
放
射
能
汚
染

と
の
闘
い
は
、
結
局
の
と
こ

ろ
国
民
の
『
無
関
心
』
と
の

闘
い
で
す
。
本
日
の
新
聞
が

伝
え
て
い
る
『
六
ヶ
所
工
場

の
真
下
に
活
断
層
』
の
ニ
ュ

ー
ス
は
、
本
格
稼
働
を
止
め

る
た
め
に
神
が
与
え
て
く
れ

た
チ
ャ
ン
ス
か
も
知
れ
ま
せ

ん
。
未
来
の
人
々
の
生
き
る

権
利
を
奪
う
事
は
許
さ
れ
ま

せ
ん
。
諦
め
ず
に
全
て
の
人

の
良
心
に
訴
え
て
無
関
心
、

無
責
任
を
な
く
し
て
ゆ
こ

う
」
と
語
り
ま
し
た
。 

放
射
能
汚
染
規
制
が 

「
ザ
ル
法
」
状
態
で
あ
る 

 
 

 
 

 

基
調
報
告 

 

田
村
剛
一
実
行
委
員
長
か

ら
基
調
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。 

「
私
た
ち
の
運
動
は
三
陸
の

海
を
守
る
」
と
い
う
基
本
原

則
に
立
っ
て
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
再
処
理
は
、
閉
じ
こ

め
ら
れ
て
い
た
放
射
能
を
わ

ざ
わ
ざ
切
り
刻
ん
で
プ
ル
ト

ニ
ウ
ム
を
取
り
出
す
の
で
あ

っ
て
原
発
と
は
違
い
ま
す
。

六
ヶ
所
工
場
の
海
洋
へ
の
放

射
能
投
棄
は
二
年
間
で
一
八

〇
〇
兆
ベ
ク
レ
ル
で
、
一
九

三陸の海を放射能から守る                       天恵の海を守ろう！ 
岩手の会                                200８（平成２０）年      
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高
校
生
に
よ
る
一
心
太
鼓 



地
球
の
鼓
動 

 ち
い
さ
な
地
球
の 

ち
い
さ
な
海
を 

わ
す
れ
な
い
で 

 

あ
お
い
地
球
の 

あ
お
い
海
を 

お
ぼ
え
て
い
て
ね 

 

ま
る
い
地
球
の 

ま
る
い
海
を 

い
つ
ま
で
も 

 
 海

に
は
い
な
い 

医
者
も
弁
護
士
も 

 

わ
す
れ
な
い
で
ね 

ぼ
く
た
ち
の
こ
と 

 

地
球
の
鼓
動 

き
こ
え
ま
す
か
？ 

  
 

〔 

理
論
社
刊
『
リ
ン
ダ
リ
ン 

ダ
が
と
ま
ら
な
い
』所
収 

〕 

九
三
年
に
日
本
中
大
騒
ぎ
し

て
抗
議
し
た
ソ
連
海
軍
の
日

本
海
投
棄
の
約
二
・
五
倍
の

量
で
す
。
私
は
青
森
県
庁
に

出
か
け
て
三
陸
の
海
に
放
射

能
を
流
さ
な
い
で
ほ
し
い
と

要
請
し
ま
し
た
。
そ
の
時
青

森
県
の
担
当
者
は
「
陸
奥
湾

に
は
流
せ
な
い
ほ
ど
の
放
射

能
」
で
あ
る
事
を
認
め
ま
し

た
。
私
た
ち
の
請
願
は
、
岩

手
県
内
二
六
市
町
村
議
会
で

採
択
さ
れ
ま
し
た
。
イ
ザ
と

い
う
と
き
に
岩
手
県
民
は
連

帯
し
て
大
き
な
力
を
発
揮
し

ま
す
。「
三
閉
伊
一
揆
」
の
よ

う
に
み
ん
な
の
力
で
、
必
ず

や
、
放
射
能
垂
れ
流
し
を
止

め
さ
せ
勝
利
し
よ
う
。 

 

各
地
で
運
動
が
前
進 

 
 
 

市
民
団
体
報
告 

永
田
文
夫
さ
ん
（
三
陸
の
海

を
放
射
能
か
ら
守
る
岩
手
の
会
） 

直
下
に
活
断
層
が
あ
る
所
に

再
処
理
工
場
は
建
て
ら
れ
ま
せ

ん
。
昨
年
十
月
か
ら
十
二
月
ま
で

の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
つ
い
て
五

月
一
五
日
、
青
森
県
環
境
評
価
会

議
が
開
催
さ
れ
、
報
じ
ら
れ
て
い

ま
す
。
原
発
の
規
制
値
の
二
千
倍

も
の
放
射
能
が
海
に
連
日
流
さ

れ
た
時
期
で
す
が
、
ト
リ
チ
ウ
ム

が
東
通
原
発
海
域
で
６
〜
７
倍

あ
っ
た
と
い
う
報
告
や
ク
リ
プ

ト
ン
の
雲
が
工
場
付
近
に
滞
留

し
た
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。 

佐
藤
幸
恵
さ
ん
（
わ
か
め
の
会
・

仙
台
市
） 

自
然
豊
か
で
魚
の
美
味
し
い

山
田
は
私
の
生
ま
れ
故
郷
。
人
と

人
の
命
の
つ
な
が
り
を
壊
す
海

の
放
射
能
汚
染
に
反
対
し
ま
す
。 

望
月
達
也
さ
ん
（
子
ど
も
と
海
と

空
の
会
・
花
巻
市
） 

新
聞
に
意
見
広
告
を
出
す
た

め
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
岩
手
日

報
や
青
森
・
宮
城
の
新
聞
に
載
せ

ま
し
た
。
次
は
、
首
都
圏
で
す
。

風
が
変
わ
っ
て
「
止
ま
っ
て
良
か

っ
た
ネ
」
と
言
え
る
ま
で
頑
張
り

ま
し
ょ
う 

デ
ビ
ッ
ト
・
木
下
さ
ん
（
サ
ー
フ

ラ
イ
ダ
ー
フ
ァ
ン
デ
ー
シ
ョ
ン
ジ

ャ
パ
ン
・
東
京
都
） 

 

世
界
の
海
を
回
っ
た
が
三
陸

の
海
は
世
界
一
き
れ
い
。
ハ
ワ
イ

で
も
こ
の
問
題
が
討
議
さ
れ
始

め
ま
し
た
。
国
会
を
み
ん
な
で
取

り
囲
む
意
気
込
み
で
頑
張
り
ま

し
ょ
う
。 

意
見
発
表 

伊
藤
隆
一
さ
ん
（
重
茂
漁
協
組
合

長
） 

 

重
茂
漁
協
は
海
を
守
る
た
め

に
署
名
を
集
め
、
東
京
集
会
に
参

加
し
頑
張
っ
て
き
た
。
私
は
先
祖

か
ら
受
け
継
い
だ
海
で
働
ら
き

生
き
て
き
た
。
例
え
放
射
能
で
ガ

ン
に
な
っ
て
死
ぬ
と
言
わ
れ
て

も
ど
こ
に
も
行
け
な
い
。
三
陸
で

生
き
る
し
か
な
い
。 

遠
藤
公
雄
さ
ん
（
日
本
野
鳥
の
会
） 

 

日
本
の
秘
境
と
い
わ
れ
た
三

陸
の
鳥
た
ち
は
危
機
に
あ
る
。
守

り
た
い
。 

吉
水
裕
信
さ
ん
（
田
老
漁
協
） 

 

平
成
十
八
年
二
月
以
来
学
習

会
や
署
名
集
め
、
要
請
行
動
を
続

け
て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
危
険
な

事
業
を
な
ぜ
国
は
許
可
し
た
の

だ
ろ
う
か
。 

田
代
陽
子
さ
ん
（
い
わ
て
生
協
・

宮
古
地
区
） 

 

六
ヶ
所
ラ
プ
ソ
デ
ー
上
映
や

決
議
・
署
名
運
動
に
参
加
し
て
き

た
。
生
活
者
と
し
て
不
安
で
し
か

た
が
な
い
。 

佐
々
木
富
作
さ
ん
（
漁
業
者
） 

ホ
タ
テ
の
貝
毒
の
「
操
業
停

止
」
の
よ
う
に
「
ホ
タ
テ
な
ど
の

放
射
能
の
規
制
値
」
を
早
急
に
定

め
協
定
を
結
び
安
全
を
確
認
し

て
営
業
を
行
う
べ
き
で
あ
る
。 

須
賀
原
チ
エ
子
さ
ん
（
母
親
代
表
） 

 

母
親
と
し
て
遺
伝
子
を
傷
つ

け
る
放
射
能
の
垂
れ
流
し
は
絶

対
に
反
対
で
す
。 

○
宇
部
京
子
さ
ん
（
久
慈
市
） 

 
 

 

詩
・
朗
読 

菊
地
和
三
さ
ん
（
マ
リ
ン
ツ
ー
リ

ズ
ム
） 

 

人
工
放
射
能
は
流
し
て
は
な

ら
な
い
。
残
す
べ
き
は
き
れ
い
な

三
陸
の
海
で
あ
る
。 

阿
部
金
一
さ
ん
（
大
浦
漁
協
組
合

長
） 

 

今
日
の
集
会
に
消
費
者
の

方
々
が
詰
め
か
け
て
く
だ
さ
っ

て
感
銘
を
受
け
た
。
小
学
四
年
生

か
ら
イ
カ
釣
り
船
に
乗
り
、
マ
グ

ロ
や
シ
ャ
チ
が
回
遊
す
る
海
を

見
て
き
た
。
三
陸
の
海
は
宝
で
あ

る
。
放
射
能
は
絶
対
止
め
よ
う
。 

海
を
守
る
事
は
今
を
生
き
る

私
た
ち
の
使
命 

集
会
宣
言 

 

「
小
○
」
の
旗
を
先
頭
に
大
漁

旗
や
プ
ラ
カ
ー
ド
を
掲
げ
た
一

団
が
入
場
し
壇
上
に
並
ぶ
中
、
山

田
町
議
木
下
志
き
子
さ
ん
が 

「
海
に
放
射
能
を
捨
て
な
い
で

下
さ
い
。
放
射
能
放
出
を
禁
ず
る

法
律
を
作
っ
て
く
だ
さ
い
。
再
処

理
本
格
稼
働
を
認
め
な
い
で
く

だ
さ
い
」
と
い
う
集
会
宣
言
を
読

み
上
げ
全
員
で
採
択
し
ま
し
た
。 

最
後
に
、
全
員
で
「
海
を
守
ろ

う
！
」
の
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
を

行
い
閉
会
し
ま
し
た
。 

-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
 

      

 

          

          

宮
城
や
岩
手
の
各
地
で

「
六
ヶ
所
村
ラ
プ
ソ
デ
ー
」 

上
映
で
知
り
合
っ
た
人
達
が 

宮
古
市
民
集
会
の
前
日
盛
岡

に
集
ま
り
ま
し
た
。
市
内
大

通
り
や
材
木
町
よ
市
で
「
ス

ト
ッ
プ
再
処
理
」
の
チ
ラ
シ

撒
き
を
行
っ
た
あ
と
、
自
慢

の
料
理
を
持
ち
寄
り
夕
食
懇

親
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
翌

朝
、
宮
古
に
向
か
い
ま
し
た
。 

-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
 

          

 

「
ガ
ラ
ス
固
化
技
術
の
根

本
的
な
欠
陥
が
明
ら
か
に
な

っ
た
」
と
し
て
、「
ア
ク
テ
ィ

ブ
試
験
を
憂
慮
す
る
全
国
市

民
の
会
」（
呼
び
か
け
、
美
浜

の
会
な
ど
十
四
団
体
・
賛
同

一
三
七
団
体
）
は
、
五
月
十

四
日
午
後
三
時
か
ら
一
時
間

に
渡
り
経
産
省
原
子
力
安

全
・
保
安
院
へ
の
要
望
書
提

出
交
渉
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

市
民
約
二
五
人
と
、
大
島
九

州
男
（
民
）
、
近
藤
正
道
（
社
）

議
員
な
ど
六
人
の
国
会
議
員

が
出
席
し
ま
し
た
。 

 

 

市
民
側
か
ら
「
付
着
し
た

白
金
族
は
完
全
に
除
去
出
来

た
の
か
」「
高
レ
ベ
ル
廃
液
濃

縮
器
が
な
い
設
計
で
安
定
し

た
ガ
ラ
ス
固
化
が
出
来
る
の

か
」「
一
一
〇
〇
度
以
下
で
出

来
た
不
良
品
は
ど
う
管
理
す

る
の
か
」
な
ど
の
質
問
が
出

さ
れ
ま
し
た
が
、
応
対
し
た

金
城
慎
司
課
長
補
佐
は
明
確

な
回
答
が
出
来
ま
せ
ん
で
し

た
。
さ
ら
に
、「
ガ
ラ
ス
固
化

が
停
ま
っ
た
も
と
で
燃
料
の

せ
ん
断
だ
け
が
進
む
こ
と
に

よ
っ
て
、
こ
の
世
で
最
も
恐

ろ
し
い
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃

液
が
溜
ま
る
事
の
危
険
性
に

つ
い
て
多
く
の
出
席
者
が
強

く
訴
え
ま
し
た
。
し
か
し
、

金
城
氏
は
「
ガ
ラ
ス
固
化
は

安
全
上
の
問
題
で
は
な
い
」

と
い
う
姿
勢
を
変
え
ま
せ
ん

で
し
た
。 

五
月
二
五
日
に
全
国
の
新

聞
に
「
六
ヶ
所
工
場
真
下
に

活
断
層
の
存
在
」
と
い
う
見

出
し
で
東
洋
大
学
の
地
形
学

者
渡
辺
満
久
教
授
の
研
究
が

大
き
く
報
道
さ
れ
ま
し
た
。

「
再
処
理
工
場
に
溜
ま
る
危

険
な
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃

液
」
の
問
題
は
猶
予
な
ら
な

い
緊
急
の
課
題
で
す
。 

六ヶ所工場に溜まった「高レベル放射

性廃液」の危険性を強く指摘。専門家

の「活断層存在」報道。緊急対策必要。 
 

原子力安全・保安院交渉 

「六ラプ・サミット」 
 （準備会） 

 盛岡で開催 


